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1. 調査の概要 

・調査目的 

 卒業後３年が経過した卒業生へアンケートを送付し、定着状況や当時の就職支援について回答

してもらい、今後の就職指導および学習指導の参考とする。 

 

・調査対象 

 郡山女子大学短期大学部の平成２７年度卒業生 

 

・アンケート期間 

 平成３０年７月２７日～平成３０年９月２１日 

 

・送付数 

 短大２３１名（内訳：家政科福祉情報専攻２１名、家政科食物栄養専攻５０名、幼児教育学科

１０９名、生活芸術科２１名、音楽科７名、文化学科１８名、専攻科文化学専攻５名） 

※１３名が未達返却 

 

・回収率 

  ２７名（１２．４％） ※未達分を除いて回収率を算出 

  内訳：家政科福祉情報専攻０名、家政科食物栄養専攻７名、幼児教育学科１０名、生活芸術

科４名、音楽科２名、文化学科２名、専攻科文化学専攻２名 
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2. 回答状況について 

 平成２７年度就職決定者（２０１６年３月卒業）は２３１人おり、全員を対象として発送した

が、返送があった人数は、２７名となっている。 

 回答率は発送人数に対して１２．４％(前年度１１．６％)である。 

 

3. 卒業後の就職状況について 

 回答があった２７名に関して、卒業後就職した勤務先で働いているかと尋ねた。約６割強の学

生が継続勤務を行っており、概ね就職サポートは良好であるといえる。 

 

 

図 1.勤務状況 

 

4. 就職活動を終えて自分に不足していたと感じたもの 

就職活動後に自分に不足していたものを４項目で評価してもらった。項目は、「判断力」、 

「データ処理力・事務処理能力（処理能力）」、「ストレスコントロール力（ストレス CTRL）」、「特

にない」とした。 

 結果は、データ処理力・事務処理能力（処理能力）が４割と多く、苦手意識が強い傾向にある。

職場での必要能力として、データ処理力・事務処理能力は身につけておくべき能力のため、オフ

ィスタイム等を利用し科目教員からの指導を受けるよう取り組んでほしい。また、パソコン検定

等も実施しているため、その機会を有効活用して克服するようにしてほしい。ラーニングコモン

ズⅡには、インストラクターが常駐しており操作に関して不安があれば聞いて対応できるように

しています。 

 

 

図 2. 就職活動を終えて自分に不足していた能力 

 

5. 短大時代に学んだ専門分野は現在の仕事とどの程度関連がありますか 

専門分野を活かした就職ができているかを確認するため、｢大いに関連がある｣、｢やや関連があ

る｣、「あまり関連がない」、「全く関連がない」の４択で評価してもらった。結果は、｢大いに関連
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がある｣、｢やや関連がある｣あわせて約６５％の学生が専門分野を生かした就職をしているという

結果だった。 

 

図 3. 専門分野と仕事との関連 

 

6. 短大時代に身につけておくべきであると思うもの 

｢専門知識｣、｢文章能力｣、「他の人と効率よく仕事をする力（効率性）」、「分析直に考察する力

（分析・考察力）」など、１０項目について確認した。文章能力に関して身につけておくべきだっ

たと回答している学生が約２割と多い。実際の現場で仕事をすると文章作成能力不足を感じるた

めか身につけておくべきだったと回答している。本学では、保育系で就職する人数が多く日誌・

報告書作成等で能力不足を感じている。教養科目等でも作成する機会は設けられているため、受

講し文書作成機会を増やしてほしい。 

 

図 5. 身につけておくべき力 

 

7. 卒業生から在校生へのメッセージ 

最後に卒業生より、在校生へのメッセージをいただいた。 

 

学生時代にやっておけばよかったと思うことは、専門知識も重要ですが事務作業も結構ありま

すので、パソコンのスキル（文書作成や表計算）は必要です。仕事は、複数名で分担することが

多いため、コミュニケーション能力も重要になってきます。また、電話対応も意外と多くありま

すので、電話の応答や丁寧な言葉遣いも身につけておいてください。 

 

大学･短大時代に受けた教育では、アドバイザー制度がとても役に立ったと感じています。就職

を考えていた際に早期の段階で就職部へ行き、積極的に就職活動を行っておけばよかったと思い

ます。 

 

在学生の皆さんには、当たり前のことをきちんと身につけて後悔しない進路選択を望みます。

遅刻しそうなときは事前に連絡することや報連相はとても重要です。自分の好きな職業、夢だっ

た職業につけることはとても素晴らしいことです。大変だと思いますが、夢を叶えるためにがん
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ばって下さい。最後に疑問に思ったことやわからないことはそのままにせず、すぐに解決してく

ださい。問題解決の方法を身につけておけば、後々の仕事で役立ちます。 


